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7n(i)≡ ∑ In n(i) x n(i)
n=0
と進化速度 V(i)との間には,
∂完(i)/∂〟 - V(i)/〟- 1+C(i)
(2)
(3)
の関係が全く一般的に成立する｡次に, (Ⅰ) In(i)が tに依らぬときは, (Inn) の変化巾




に求められる｡いずれの場合も (i) pTゝ 1ならば, V∞∠ pであって, V∞は 3,7 につい
て単調減少であり, (ii) pT∠1ならば V∞ゝ pであって,V∞は 再こついて単調増太 丁に
ついて極大値が存在する｡
再ま自然選択圧の強さ,Tはその定方向性の持続時間と見徹せるが,現実の分子進化では,




(3)において ∂完(-)/∂Iに 0とおくと, V…<Fl,従って (i)が成立っことが導びかれる｡
個体数有限の効果を見るために,(1)がレプリコンプールの頻度を与えると考え,プールよ
り毎世代〃コのレプリコンが任意抽出されて次世代を構成するとして計算機シミュレーション
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